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パンフレット 

 



 

 

微笑む子どもたちを見ると、思わず笑顔になっている自分に気付くことはありませんか？ 

子どもが笑えば街が笑う。―  子どもが輝けば街が輝く。― 

かけがえのない子どもたちには、関わるすべての人を無条件で同化できる。そんな不思議な

力があります。 

 

大切なひとだからこそ、そのひとの笑顔が見たくて・・・「ビックリさせてやろう！」そう

思ったことはありませんか？ 

 

ひとは期待以上、あるいは予想外のことが目の前で展開されたとき皆一様に驚きます。 

ましてやそれが自分のために用意されたものならば、そこには特別な幸福を感じるはず・・・ 

だからこそ私たちは「あっ」と驚くようなワクワクの感動保育にこだわりたいのです。 

 

 

私たちは、ここからあふれ出る元気な子どもたちの笑顔で、街をいっぱいにしたいのです。

そして愛と喜びに満ちた幸せのエネルギーを、街へ発信したいのです。 

それが私たちの願いなのです― 

   社会福祉法人くすのき会 

 

 

 

 

◆基本理念◆ 

 

 

 

 



あすなろの保育 

子どもは真っ白で生まれてきます。だからそれまでの知見を組み合わせられる大人とは違い、経験の無い

ことはできません。しかしそれは表現するすべを持ち合わせていないだけで、そこに能力や意思が存在しない

わけではないのです。 

子どもにはたくさんの可能性があります。それらは柔軟がゆえに混沌としており、その開拓には年齢的臨界

があるものもあります。だからこそ、それらを意味あるものにするために、‘今だから’の経験をして欲しいので

す。そしてその経験は感動を起こし、やがて身となって大きな成長へとつながります。‘今だから’こそ子どもの

「やりたい」に応えてチカラに変えて行く。これが本園の考え方です。 

モチベーションのエネルギーは「夢中」、 おもしろいから夢中になり、夢中だから主体的に拓かれて行く。 

環境に対して主体的に関わるその力を養い、次へとつなげる体験・経験を中心としたアクティブラーニング。 

それが「あすなろの保育」です。 

私たちはこう考えます・・・ 

◎子どもたちに対して・・・心に届く「わくわく」を大切にした、夢と感動のある保育にこだわります。 そして

自分を認め、幸福を感じる能力の備わった子に導きます。 

 そのために  

①  様々な経験から創造性を育て、限りない可能性を育み、「夢」の持てる環境を用意します   

②  健やかで豊かな感性を磨き、「感動」のある保育を目指します 

③  「内発力」と「表現力」を育て、自己肯定感のある「笑顔あふれる子」に導きます 

◎保護者に対して・・・保護者との共生的な関わりの中から、必要な支援を行って参ります。 

 そのために 

①  発達相談や家庭教育相談など、常時家庭と連絡をとりながら必要な支援を行っています。 

②  一時預かりや地域子育て支援など、在宅児も含めたすべての子育て家庭を支援します。 

③  在宅者にも情報やノウハウを提供し、幅広く子育ての拠り所となれる施設運営をしています。 

◎地域に対して・・・地域の福祉拠点として、社会に果たすべき役割を旨に運営します。 

 そのために 

①  「地域子育て支援」をはじめ、情報や文化を発信。地域の行事等にも積極的に参加します。 

② 社会福祉法人だからこそ行うべき社会貢献に注力。その姿を示すことで規範教育に繋げます。  

◎すべての人に・・・笑顔あふれる子どもたちで街をいっぱいにし、街を明るく元気にします。 

 そのために 

    子どもたちにあふれるほどの愛情を持って寄り添うことを基本とした「養護」が成されます。 



保育方針 

様々な経験を通して、生きる力を育み、多様な可能性を引き出す保育を実践する。 

保育目標（目指す子どもの姿） 

根気強い子 

「進んで動き、やり遂げる」（自らの活動を見通し、次につなげる内発力を育む） 

安心安定感・自発性・自己肯定感・粘り強さなどを作ります。 

あいさつのできる子 

命を大切にする子 

やさしく元気な子 

「思いやりがあってよく遊ぶ」（自分の考えを表現し、分かち合う豊かな感性と、人を大切に思

う心を育む） 

自己表現能力とともに、協調・協力・協働の能力を作ります。 

よく考える子                  

「よく見て聞いて、よく考える」（試行錯誤の中から問題を発見し、解決する力を育む） 

物事に興味関心を持つという探求心と、課題を解決する深い思考・判断力を作ります。 

保育の特徴 

＜ワンストップの保育＞ 

乳児保育から学童保育までをトータルサポート。夜８時まで延長保育を実施するとともに、

お迎えまでの間に、隣接のカルチャー施設で正課外の多用な講座も利用できます。 

＜内発力の育成＞ 

「見たい」「知りたい」を育て、それに応える環境を用意し、自然かつ自発的に物事に取

り組むことができる「内発力」のある子を育てます。 

＜日本人としてのアイデンティテーと豊かな情緒を育む＞ 

将来のグローバルステージを担うからこそ、幼児期のこの時期にしか機会を得にくくなっ

た、伝統文化の継承などにあえてこだわり、それらを通して日本人共通の価値観とアイデ

ンティテーの醸成を図ります。 

＜生きる力を育む＞ 

無垢の子どもたちだからこそ、「やらないこと」・「未経験」なことはでき得ません。色々

な経験をさせることで、何事にも対応できるたくましい「生きる力」を育みます。 

＜乳児会話プログラム＞ 

乳児は言葉による表現が未熟なだけで、意思を持たないわけではありません。本プログラ

ムで表現力を育て、気持ちの通じる保育と、その先の「アセンブリープログラム」につな

げています。  

＜アセンブリープログラム＞ 

自分の考えをまとめて表現することができる能力を高め、人前力をつくるプログラムを実

践しています。  



年 間 行 事 

 

４月◆進級と入園を祝う会◆いちご狩り 

５月◆春の遠足◆端午の節句会（こどもの日） 

６月◆保育参観・懇談会 

7 月◆夏まつり 

８月◆ホームカミングデー 

９月◆お泊り保育（年長児）◆お月見会 

１０月◆運動会◆芋ほり 

１１月◆保育参観（０・１歳児 公開保育） 

◆小学校見学◆焼き芋会◆収穫祭（芋煮会）  

１２月◆保育参観（２歳以上児 発表会） 

１月◆◆お別れ遠足（年長児） 

２月◆節分・豆まき集会 

３月◆ひなまつり◆卒園式◆あんずまつり 

   

             ～ 四季のあすなろ 楽しい一端 ～ 

各クラスで分担し,食材を 1から栽培,それらを持ち寄り,それぞれができる方法で調理,大きな子は小さ

な子を助け,小さな子は大きな子を手本とする異年の中,みんなで食し,達成感や季節感,また収穫の喜び

や協働と言ったものを味わう食育を,夏には「サラダパーティー」,秋には「収穫祭（芋煮会）」として行ってい

ます。 

また,日本人としての共通の価値観やアイデンティーを育む正月行事や節句ほか伝統行事も積極的に

取り入れながら,自由保育では豊かな発想力や感性を磨き,「とにかく楽しく」をモットーにした一斉保育で

は協調や協同を学びます。 



施設の概要 

 

所 在 地 

〒３１２－００２５ 

茨城県ひたちなか市武田９０１－２ 

TEL ０２９－２７４－７７６７ 

FAX ０２９－２７５－４６１０ 

ＨＰ    http://www.asunaro.ed.jp/ 

E-mail  info@asunaro.ed.jp 

 

定   員 / 保育期間 

 220 人 / 産休明け～就学前まで 

 

規   模 

 敷地面積      ８０４㎡ 

 建築面積   ５１６．３３㎡ 

 総床面積  １５００．０９㎡ 

 

構   造 

 鉄骨鉄筋コンクリート造、 地上２階 地下１階建 

 

開設時間 

  午前７時００分～午後８時００分  

(休日 ： 日曜日,祝祭日,年末年始) 

 

事業概要 

１． 延長保育（平日午後６時～午後８時） ※利用料無料、但し短時間認定者は対象外 

２． 一時預かり保育（祝祭日を除く月曜～金曜日,予約受付は前月10日10時～で、平日以外の場合

は次の平日） 

① 利用形態 ： 【1 日利用】9：00～17：00  【半日利用】9：00～13：00 または 13：00～17：00 

          ※原則として週当たり 3日程度内,食事はアレルギー対応のため、持参して頂いております 

② 対   象 ： 生後 12 ヶ月以上で事前登録済の方 

       （登録はお子様連れにて、0・1 歳児は 6 ヶ月毎、2歳以上児は年度毎の再更新となります） 

③ 利用料金 ： 0 ・ 1 歳児 1 日 2,000 円（半日 1,000 円）  

            2 歳以上児 1 日 1,400 円（半日  700 円） 

④ 支 払 い ： 当日一時保育担当者への直接支払い 

⑤ 利用事由 ： 日中の就労,職業訓練所等の通学,就学,就活,疾病,災害,事故,看護, 

介護,学校行事出席等 

mailto:info@asunaro.ed.jp


３．病児保育 

① 病児対応型：回復期ではないが，症状は比較的安定し、急変は無いであろうと見られ

る場合 

② 病後児対応型：回復期にはあるが、保護者が就労等で家庭保育できず、一時的に預か

る場合 

③  体調不良児対応型：保育中に体調不良となった場合、お迎えが来るまでの間緊      

急的に対応する  ※看護師が配置されています 

④  非施設型：子どもの自宅で，病中または病後の回復期の子どもに対して保育する 

 

４．子育て支援拠点事業 （子育て支援ルーム 「けさらん ぱさらん」） 祝祭日を除く月曜～金曜日 

利用時間 ： サロン        9：00～12：00 14：00～16：00 （内容は 予定表で要確認, 要予約） 

         健康・育児相談  9：00～12：00 14：00～16：00 （電話相談可・看護師在所） 

         園庭開放     10：00～12：00 （要予約） 

         ちびっこ広場   10：00～12：00 （毎月 2回実施 予定表で要確認, 予約不要） 

 

５．学童保育 

①利用形態 ： 利用希望が多いため、原則として以下を優先とさせていただいています。 

１）本園卒園児 

２）送迎不要な徒歩圏の小学校
注）

を優先し、以外は送迎待ちにて利用が条件 

３）在園児がいる場合を優先とします。 

４）学校学童終了時間に間に合わないことが常態的なご家庭 

５）利用予測が週 3日以上 

     ②対   象 ： 徒歩圏の小学校
注）

は 1～6年まで,他は学校学童対象学齢内まで 

                                                     注） 堀口小学校 

     ③利用料金 ： 月額 9,000 円（送迎＋2,000 円） 

（長期休み他休校等の 1日利用は、給食・おやつ込みで別途 1,500 円/日、 

但し長期休み中の送迎はありません） 

④そ の 他 ：  実施は平日（開園日）の下校時～20：00  

              1 日利用時は 7：00～20：00 （登園は 9：00 まで） 

               学校から具合が悪い場合はお預かりできません（送迎もできません）ので 

連絡をお願いしています。 

               学校を欠席または早退した場合、17 時前にお迎えになる場合等は 

速やかにご連絡をお願いしております。 

               登録は毎年度更新とし、定員超過の場合はお請けできないことがあります。 

               日曜,祝祭日,お盆,年末年始,平日の行事等の場合は休みとなります。 

嘱 託 医 

      内   科 ： ながおこどもクリニック    ひたちなか市高場１１８０－６  

電 話 ０２９（２８５）９０４０ 

 歯   科 ： 大山歯科            ひたちなか市東石川３－２１－８  

電 話 ０２９（２７４）６４２６ 
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